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1965-1966年皮フランス公法文献紹介

本
務
は
一
九
六
五
年
お
よ
び
一
九
六
六
年
フ
ラ
ン
ス
で
新
た
に
刊
行
さ
れ

た
公
法
に
関
す
る
文
献
、
即
ち
、
憲
法
、
行
政
法
の
文
献
紹
介
を
中
心
に
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
政
治
学
が
研
究
、
教
育
の
両
面
に

わ
た
っ
て
特
に
憲
法
学
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
の
で
政
治
学
に
関
す

る
文
献
も
重
要
な
も
の
は
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿

は
主
と
し
て
「
フ
ラ

γ
ス
政
治
学
雑
誌
」
(
河
内
=
巾
片
山
口
台
目
。
庶
民

5
5

同

E
E
5
5
)
お
よ
び
「
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
外
国
公
法
・
政
治
学
雑
誌
」

(
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H
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m
)
の
文
献
リ
ス
ト
に
基
い

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
文
献
が
落
ち
て
い
る
可
能
性
も
あ

り
、
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
ο

中

村

男

睦

〈
概
説
書
〉

玄
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口
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り
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〈

mH閃号、

ωcnpC]cm芯
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5
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「
恥
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S
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S
F
H
g
r
H
J
E
B
(以
下
回
ν
・
C-
勺
と
略
す

γ
呂田岱・

出

N
日
匂
・

法
経
学
部
の
講
義
科
目
に
合
わ
せ
て
学
生
用
に
概
説
書
を
出
し
て
い
る
シ

リ
l
ズ
と
し
て
こ
の

z
H，
広
百
円
ω
ョ
叢
書
と

z
p恥
g
u
m
]
]
D
N
3
叢
警
が
あ

る
が
、
本
書
は
一
年
目
の
「
政
治
社
会
学
」
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
エ
教
授
は
パ
リ
大
学
で
こ
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
憲
法
・
政
治
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
が
、
こ
の
分
野
で
最
初
の
体
系
書
。
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本
書
の
前
半
に
お
い
て
政
治
社
会
学
の
概
観
が
与
え
ら
れ
、
後
半
は
政
党

と
圧
力
団
体
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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著
書
は
パ
リ
大
学
政
治
研
究
学
院
長
で
、
同
政
治
学
院
で
の
講
義
を
も
と

に
じ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
各
章
毎
に
詳
し
い
文
献
紹
介
も
つ
い
て
お
り
、

一
九
四

O
年
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
の
概
観
を
知
る
の
に
非
常
に
便
利
な

本
で
あ
る
。
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新
刊
安
田
で
は
な
い
が
、
デ
ユ
ギ
!
と
並
ん
で
フ
ラ
ン
ス
公
法
学
の
偉
大
な

先
駆
者
と
し
て
不
朽
の
業
績
を
残
し
た
オ
l
リ
ュ

l
の
憲
法
体
系
警
が
、
こ

の
度
、
円
い

Z
-
H
N・
ω・
に
よ
っ
て
復
阪
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
本
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
本
に
お
い
て
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
、
厳
密
な
法
学
的
観
点
を
こ
え

た
政
治
学
的
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も
重
要
な
新

し
さ
を
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
。
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申
出
凸
・
∞
凶
品
目
】
・

モ
l
リ
ス
・
ォ
l
リ
ュ
l
の
御
子
息
で
パ
リ
大
学
で
憲
法
を
担
当
す
る
著

者
に
よ
る
も
の
で
、
本
書
で
は
、
社
会
主
義
国
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
低
開
発
国

を
含
め
た
諸
外
国
の
制
度
の
叙
述
に
も
多
く
の
ベ
l
ジ
が
さ
か
れ
、
比
較
窓

法
の
研
究
に
一
時
期
を
画
す
る
業
績
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
窓
法
体
系
警
で

は
伝
統
的
に
い
わ
ゆ
る
西
欧
の
憲
法
制
度
の
み
が
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
四
九
年
に
ヴ
デ
ル
教
授
が
資
本
主
義
と
社
会
主
義
憲
法
制
度
と
の
比
較

を
試
み
た
新
し
い
体
系
書
を
出
し
て
大
き
く
注
目
さ
れ
た
。
ア
ン
ド
レ
・
オ

ー
リ
ュ
l
教
授
こ
れ
を
更
に
低
開
発
国
に
ま
で
一
歩
進
め
た
も
の
で
、
特
に

グ
テ
ル
教
授
の
憲
法
蓄
が
再
版
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
比
較
法
の
観
点
か
ら

な
さ
れ
た
最
良
の
も
の
で
あ
る
。
叉
本
雪
国
で
、
父
モ
1

リ
ス
・
オ
l
リ
ュ
ー

と
の
理
論
的
系
譜
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

著
者
自
身
こ
の
本
の
中
で
「
・
私
は
の
〈
の
弟
子
と
考
え
て
い
る
し
、
父
に
よ
っ

て
既
に
展
開
さ
れ
あ
る
い
は
立
案
さ
れ
た
理
論
を
幾
度
か
利
用
し
て
い
る
」

と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
制
度
の
理
論
や
憲
法
上
の
均
衡
の
理
論
な
ど
基
本

線
を
承
継
し
て
い
る
の
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
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パ
リ
大
学
教
授
で
行
政
法
の
第
一
人
者
の
筆
に
な
る
も
の
で
法
経
学
部
四
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ホ|

概
念
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
第
一
篇
は
伝
統
的
議
会
制
君
主
政
に

あ
て
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
イ
ァ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
が

扱
わ
れ
、
第
二
篇
は
議
会
制
共
和
政
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ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
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つ
い
て
書
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資
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憲
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ど
の
よ
う
な
結
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文
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者
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フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
行
政
の
適
法
性
に
つ
い
て
の
裁
判
上
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
行
政
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
建
前
で
あ
る
が
、
今
日
、
実
際

上
司
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
行
政
に
対

す
る
司
法
上
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
数
年
来
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
本
論
文
は
そ
れ
に
つ
い
て
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
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g
o
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包
ロ
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四
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日
一
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2
・
F
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コ
ン
セ
イ
ユ
・
テ
タ
の
問
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
公
法
研
究
の
最
も
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
が
、
従
来
不
思
議
に
も
こ
れ
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
殆
ん

ど
な
か
っ
た
。
本
論
文
は
憲
法
裁
判
の
観
点
か
ら
こ
の
問
題
に
真
正
面
か
ら

取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
憲
法
裁
判
の
問
題
を
知
る
上
に
も
重
要
で
あ
る
。
六

O
O頁
を
越
え
る
分

量
の
み
な
ら
ず
内
容
的
に
は
ヴ
デ
ル
教
授
が
序
文
で
称
賛
す
る
よ
う
に
「
本

蓄
は
十
分
に
思
索
さ
れ
仮
借
な
く
追
求
さ
れ
た
業
績
で
、
今
後
多
数
の
人
達

に
読
ま
れ
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
大
論
文
で
あ
る
。

吋

G
B
o
g
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同UEM}
∞
ωrc百円
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ω員
一
凶

DczqHM
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ωロ門
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円H
a
m仏
5
5
E円
三
ぞ
σ
g
仏門
c
-
H
r
E
2
5
P
E
E
-

ぷ
E
C
ユa
E
B
B
-凶
骨
三
宮
、
の
法
的
概
念
を
体
系
的
に
追
求
し
た
最
初

の
も
の
で
あ
る
。

-円

c
E伶
叶
。

明，
B
口円
0
3
〈

s
n巾ロ
F
目、巾百
C己〈
D-円門
-o
ハ
広
三
巴
ロ
ロ

EHFF・

同恥

E
Z
L
2
2
Z
H
E
r
t
S
E
E
S
C〈
P
E
S
-

行
政
機
関
は
伝
統
的
に
私
人
に
対
し
て
一
方
的
に
権
利
を
付
与
し
、
表
務

を
課
す
る
権
限
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
文
の
第
一
部
は
こ
の
行
政
の

権
能
と
権
限
の
行
使
を
詳
し
く
検
討
し
、
第
二
部
で
は
行
政
機
関
内
部
に
お

い
て
行
使
さ
れ
る
権
限
(
司
2

5
ロ

岳

与

え

庁

5
2
5・
甘
C
C
S
E
E
mマ

2
2
5
5。
一
等
〉
を
分
析
し
て
い
る
。

同，

c
g
。3
.

HhznEロ
ω『mp
同wmm凶』

mC『
]hwnoロ門口『ロ
2
0ロ
ι己
ιou『巾ロ

回
ω¢
2
0ロ
告
《
同
町
C
E
ω
ι
B
5
2可
mw丘
町
片
岡
自
明
日
ωwMνHb『
目
。
仏
ぬ
』
内
山
口
問
2
2
0・

〉
g
E
l同)
B古
Dm
匂
〉
ロ
仏
み

E
o
cロ
D
F
呂
田
町
・
日
N
C

司・

モ
l
リ
ス
・
ォ
l
リ
ュ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
お
よ
び
行
政
法
学
に
与
え

た
影
響
は
絶
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
オ
l
リ
ュ
!
の
学
説
を
体
系
的
に

扱
っ
た
勿
論
最
初
の
業
績
で
あ
る
。
全
体
は
一
一
一
部
に
分
か
れ
、
第
一
部
と
第

二
部
で
オ
i
リ
ュ
l
行
政
法
学
の
内
容
お
よ
び
発
展
が
分
析
さ
れ
、
第
三
部

で
は
こ
の
オ
l
リ
ュ

l
学
説
の
影
響
を
扱
っ
て
い
る
。
非
常
に
丹
念
に
資
料

が
検
討
さ
れ
、
五

O
O頁
以
上
に
わ
た
る
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
の
業
絞

は
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

〈
憲
法
政
治
学
叢
書
〉
(
回
r
r
c
H
7
2
5

吉
岡
町
ロ
円
巾
旬
。
]FZ内山戸刊)

円。ロ
ωCPM円~Dロロ
σ一
庁
内
庁
仏
内

ピ
ユ
ル
ド
オ
教
授
が
主
宰
、
憲
法
・
政
治
学
に
関
す
る
博
士
論
文
を
刊
行
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E
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呂町印
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S
N
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ま
ず
、
国
家
の
一
般
理
論
の
諸
局
面
を
検
討
し
て
か
ら
、
著
者
は
多
か
れ

少
か
れ
権
威
を
無
視
す
る
体
制
と
強
力
な
権
威
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
体
制

と
を
対
照
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
に
基
い
て
、
著
者
は
過
去
八

O
年

間
フ
ラ
ン
ス
で
構
成
さ
れ
て
き
た
国
家
の
一
般
理
論
の
中
で
、
権
威
の
観
念

に
よ
っ
て
な
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
の
現
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
o 

H
，
o
g
m
E
-

。ェ-u耳
円

切

D
H
g
t
-
m
D
E
D
-
-
m
F
m
仏
戸
川
恥
広
円
。
ロ
《
山
口

B
L
ω
5

]
山
明
，
叫

mwEnmncDH角
川
口
戸
唱
。
『

ωH口
0・
】
坦
∞
印
・
品
目
印
℃
・

本
書
の
第
一
部
で
ま
ず
一
九
四
五
年
来
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
レ
フ
ェ
レ

ン
ダ
ム
の
歴
史
が
扱
わ
れ
、
第
二
部
で
は
、
レ
プ
エ
レ
ン
ダ
ム
が
そ
れ
を
惹

き
起
し
た
政
治
的
状
況
お
よ
び
そ
れ
に
関
係
し
た
政
治
家
の
意
見
と
関
連
さ

せ
て
社
会
学
的
に
分
析
し
て
い
る
本
格
的
研
究
。

同，

c
B
o
z
-
3
0
5
H
A
C
K
-
当
日
E
W
C
志
S
E
E
P
司
み
F
2
門
町
』
宮
口

』

ω』
己
ゆ

mw
ハリ

ymげ
Aqmwrゆ
周
回
申
出
印
・

N
J
N
N
司

ベ
ロ
ニ
ス
ム
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
最
初
の
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
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L
ω
ロ
切
一
ゅ
の
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b
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命
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刻
。
ロ
恥
仏
内
戸
山
口

rmZH5H10・
HMWA8・
品
N
同

ヲ

著
者
は
十
分
な
資
料
を
用
い
て
本
書
の
中
で
、
地
方
新
聞
の
非
政
治
化
現

象
を
カ
ル
ヴ
7

ド
ス
の
例
に
基
い
て
説
明
し
て
い
る
。

吋

0
5
σ
5
.
〉
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E
ロ

∞

O円
}
向
。
「
円
、
白
同
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同
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岡
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仏
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仏
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2
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己

4
2
5
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印
己
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守
口
口
己

c
a
b
n
c口
0
5
5
5
2
2
m
q
E
m
-
g
L
O
勺
肘
宮
内
切
回
mw
即
日
・

出
合

N
日
】
・

第
二
次
大
戦
後
フ
ラ
ン
ス
で
は
行
政
的
お
よ
び
経
済
的
機
能
の
中
に
労
働

者
の
代
表
が
参
加
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
が
、
本
書
は
こ
の
労
働
者
の
参

加
の
問
題
を
単
に
制
度
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
詳
し
い
実
態
の
調
査
に
基
い

て
六
五

O
頁
以
上
に
わ
た
る
論
文
の
中
で
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体

は
四
部
か
ら
な
り
、
第
一
部
で
は
労
働
者
の
参
加
に
つ
い
て
の
各
種
の
法
文

を
、
第
二
部
で
は
一
九
四
五
年
以
後
の
そ
の
歴
史
、
第
三
部
で
は
各
種
の
機

関
に
お
け
る
労
働
者
の
代
表
参
茄
の
様
式
お
よ
び
実
態
を
検
討
し
、
第
四
部

で
は
労
働
者
参
加
に
つ
い
て
の
諸
問
題
を
検
討
し
、
理
念
と
し
て
の
正
当
さ

と
実
際
上
の
難
し
さ
を
説
明
し
て
い
る
。

、H，
D
g
m

ロ・
』

g
口

1Hνω
己
切
丘
町
ゆ
】

ω口
、
同

t
m
w
n
O
B同
L
E
仏
ロ
岡
山

W
B
E
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E
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m
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g
-
お
∞
℃
・

国
家
の
保
護
の
た
め
権
力
を
一
つ
の
機
関
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
不
可
欠

に
さ
せ
る
緊
急
事
態
は
常
に
憲
法
の
学
説
や
判
例
の
反
対
叉
は
沈
黙
に
会
っ

て
い
る
が
、
本
書
は
、
緊
急
事
態
を
法
文
の
中
で
認
め
、
一
定
の
条
件
に
服

せ
し
め
る
こ
と
、
が
、
政
治
体
側
、
が
民
主
的
で
あ
る
こ
と
を
望
む
国
家
に
と
っ

て
一
層
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
著
書
は
ま
ず
序
説
で
緊
急
事

態
の
定
義
を
与
え
そ
の
憲
法
上
の
地
位
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
後
、
第
一

部
で
は
緊
急
事
態
に
対
し
て
民
主
主
義
の
伝
統
が
敵
意
的
で
あ
る
こ
と
、
し

か
し
実
際
に
は
そ
れ
を
容
認
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
、
第

1965-1966年度フランス公法文献紹介

二
部
で
は
緊
急
権
行
使
の
条
件
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
本
警
は
フ
ラ
ン

ス
憲
法
学
説
上
の
空
白
を
非
常
に
高
度
の
内
容
を
も
っ
て
埋
め
る
業
績
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
注
目
す
べ
き
論
文
で
あ
る
。
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ト
と
そ
の
反
対
者
と
の
聞
の
論
争
を
窓
き
起
L
た
穀
物

貿
易
の
問
題
を
説
明
し
て
か
ら
、
本
著
者
は
後
者
の
自
由
貿
易
論
者
の
経
済

社
会
理
論
を
分
析
し
て
い
る
。
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F

申
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印
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ω∞
N
匂
・

議
員
特
権
の
問
題
に
つ
き
、
第
一
部
で
そ
の
理
論
的
基
礎
を
追
及
し
、
第

二
部
で
そ
の
適
用
領
域
と
運
用
を
扱
っ
て
い
る
。

吋
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B巾
N
N
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-
F
m一
ou〉

Fw由
同
開

ωロル
E
C
Cロ
ロ

Dロ
ω江
戸

Htc口口町一一
0
0丹

一ゆ

ω
ロ
ロ
自
国
、
可
片
品
町
田
円
。
品
ゅ
の

ω
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ω
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可
・

本
書
の
第
一
部
で
著
者
は
危
機
時
の
憲
法
組
織
は
執
行
権
の
優
位
と
立
法

権
お
よ
び
司
法
権
の
低
下
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
説
明
し
、
第

二
部
で
は
第
五
共
和
政
下
の
危
機
時
の
憲
法
組
織
を
一
六
条
を
中
心
に
論
じ

て
い
る
。
第
三
部
で
は
危
機
時
の
憲
法
組
織
の
平
常
時
の
そ
れ
に
対
す
る
影

響
の
問
題
を
扱
い
、
統
治
者
は
一
た
ん
平
常
時
に
か
え
っ
て
も
危
機
時
の
権

限
の
使
用
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
間
接
的
影
響
が
あ
る
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。
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N
F
円
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目
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M
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T

r
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内
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σ
U
E
s
a
F
昌司由・

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
こ
の
二
年
間
で
両
叢
書
か
ら
出
版
さ
れ
た
博
士
論

文
だ
け
で
も
二

O
篇
以
上
を
数
え
て
い
る
。
最
近
の
博
士
論
文
の
傾
向
は
、
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